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明けましておめでとうございます

暖かな日和に恵まれ穏やかに新年を迎えることができました。本年もどうぞよろしくお願いし
ます。１０日の始業式で、次のことを話しました。
○年の初めに、１年の目標や計画を立てよう。物事を始めるにあたって最初にきちんとした計
画を立てることが大切です。

○３学期は、短い。１，２年生は、５２日間。３年生は、４５日間の授業日です。学習の総仕上
げと苦手な分野の克服に努めてください。

○３年生の皆さん、進路希望を実現させてください。不安や焦りに襲われるときですが、学級一
丸となって乗り切ろう。お互い励まし合って頑張り抜こう。家族、友達、先生方が応援してい
ます。

○インフルエンザや感染性胃腸炎などに注意して健康で充実した３学期にしよう。
式の後に、各学年の代表から新年の抱負の発表がありました。内容を要約してご紹介します。

＜１年代表 鈴木心音さん（１－４）＞
２学期の反省点（落ち着いた生活、２分前着席、忘れ物をしない）を改善して、新１年生

の手本となれるようにしていきたい。１年生で学んでいることをしっかり身につけられるよ
うにまとめをしっかり行いたい。
＜２年代表 船川華陽さん（２－１）＞
２学年で学んだことのしめくくりをしっかりして最上級生になるための準備をしたい。そ

れは、進路を意識して学習を充実させること。けじめと思いやりある生活態度を身につける
こと。時間や周囲の状況を意識した生活を送ること。
＜３年代表 大和田真希さん（３－４）＞
目標をもって学習に励み志望高校合格を目指したい。学校生活では、先生方へのあいさつ

や時間を意識した生活を心がけたい。卒業アルバムや文集作りで卒業を意識するようになっ
た。卒業までの日々を級友と仲良く生活し励まし合いながら学習に励みたい。

三人の発表者は、新年の抱負を明確に持って理路整然と発表しました。上級生になる自覚や進
路実現に向けた熱意。残された中学校生活への思いが伝わってくるすばらしい発表でした。

＜一人一人の目標を達成するには何が必要でしょうか＞
生徒発表の後に生徒指導主事の小湊仁一先生から全体指導がありました。その中で、一流

スポーツ選手が現役時代に一番気をつけたことは「健康」であったことに関連して、生徒一
人一人の集合体である学校が「健康」であるとは、どういう状態をいうのだろうかと問いか
けられました。学校として健康とは、生徒一人一人が落ち着いた生活をしていることと指摘
されました。一人一人の目標達成には、落ち着いた生活が必ず必要だと強調されたことが印
象に残りました。服装や頭髪、時間を守ったり、場を意識した静かな過ごし方など日常指導
していることが実は、とても重要なことであると思います。落ち着いた学校生活の中で生徒
の力を発揮させ伸ばしていきたいと思います。

柔道と卓球の表彰を行いました

○福島県中学生柔道錬成大会
男子団体 第１位 賀澤夢海君 渡辺航平君 佐藤悠雅君 鈴木章紘君 森谷悠輝君

南舘佑星君 梅澤将尭君
女子団体 第１位 岩﨑由奈さん 楠本夏望さん 酒井こなつさん 新妻紗玖良さん
優秀選手賞 賀澤夢海君 岩﨑由奈さん

○福島県中学校選抜卓球大会
女子団体 第３位 満山梨佳さん 小林結芽さん 平田万絢さん 渡邉千夏さん

根本芙実さん 會川理花さん 鈴木彩乃さん 山下ゆきさん
○平成２８年度いわき卓球選手権大会
中学生以下女子シングルス 第３位 満山梨佳さん 第５位 小林結芽さん
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